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※ 農研機構（のうけんきこう）は，国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。

農福連携の推進と
ユニバーサル農業
農研機構 西日本農業研究センター

中本 英里

令和４年度農林水産政策研究所「農福連携の広がりと今後の可能性」
2023年1月16日（月）13:00～16:30
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本日の報告

1. 農福連携において、障害者等の健康改善や、
農業者や福祉事業所の生産性向上には
どのような要因が影響するか

2. 農福連携現場における作業の実際
・作業内容
・作業体制（業務分担）

（→障害者等への効果：身体活動量）
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農福連携の取組による農業者，福祉事業所への影響

作業委託 農繁期の安定的な労働力確保
農業経営規模の拡大

生産物の品質向上（吉田，2019）

直接雇用 職場内の情報共有・雰囲気改善

障害特性理解 生産物の高付加価値化（濱田，2016）

直接雇用
（片倉ら，2007）

労働費削減

作業工程の調整や指導方法の工夫 障害者の業務範囲拡大

ユニバーサル農業，
GAPの活用

経営者の栽培管理作業時間が減少（中本・澤野，2020）

経営改善の取組み充実化
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■農業労働力の確保

■雇用者を受けれている農業経営体
→雇用者の確保、労働環境の整備（改善）

農福連携の取組効果が期待される背景①

出典：農研機構（2019）「GAP認証を「知る・取る・活かす」を支援する研究成果パンフレット」

図 10万人当たりの死亡事故発生件数
出典：農林水産省「農作業死亡事故の概要」
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ユニバーサル農業
障害者・高齢者などを含むすべての多様な人々が従事できる農業

・作業工程の細分化，分業化
・治具や機械の導入
・マニュアル作成 等

障害者・高齢者の社会参加など
の効用を、農作業の改善や多様
な担い手の育成に活かす

GAP（Good Agricultural Practices）
食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための農業生産
工程管理の取組（G.GAP，ASIA/JGAP，都道府県GAP）

営農における作業環境整備（作業環境の改善）

・整理整頓
・生産履歴の記帳
・資材の適正管理・点検 等

農場内を点検し、問題点を改善させ、
リスク軽減や経営改善（従業員の自主
性、販売先への信頼獲得など）を図る

参考資料：濱田（2009）

参考資料：農林水産省HP「農業生産工程管理（GAP）とは」

営農への障害者受入（雇用）をきっかけとした
作業環境整備の充実化，作業環境の改善
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業務内容
チンゲンサイ（水耕栽培）

障害者雇用初期段階

担当
人数

作業担当者

経営者 役員 社員 パート 障害者
特例

子会社
福祉
施設

1 栽培計画 1 ●
2 作業指示/人員管理 1 ●
3 マニュアル作成 1 ●
4 育苗 1 ●
5 定植 5 ●
6 栽培管理 1 ●
7 栽培記録 1 ●
- - -
8 草刈り（草刈り機） 1 ●
- - -
9 収穫 6 ● ●
- - -

10 調製 2
●

- - -
11 パネル洗い 1 ●
12 パネル運び 1 ●
13 栽培ベンチ掃除 1 ●
14 廃棄・分別処理 1 ●
15 農薬在庫管理 1 ●
16 資材管理 1 ●
- - -
17 営業 1 ●

- - -

担当業務数合計 7 0 4 3 4 0 0

JGAPの取組「管理点」ユニバーサル農業

・障害者雇用 1995年～（1名から開始）
・JGAP認証 2013年取得

出典：中本・澤野（2020）及び2019年ヒアリング調査より作成。

現在

事例（京丸園さん）
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業務内容
チンゲンサイ（水耕栽培）

障害者雇用初期段階

担当
人数

作業担当者

経営者 役員 社員 パート 障害者
特例

子会社
福祉
施設

1 栽培計画 1 ●
2 作業指示/人員管理 1 ●
3 マニュアル作成 1 ●
4 育苗 1 ●
5 定植 5 ●
6 栽培管理 1 ●
7 栽培記録 1 ●
- - -
8 草刈り（草刈り機） 1 ●
- - -
9 収穫 6 ● ●
- - -
10 調製 2 ●
- - -
11 パネル洗い 1 ●
12 パネル運び 1 ●
13 栽培ベンチ掃除 1 ●
14 廃棄・分別処理 1 ●
15 農薬在庫管理 1 ●
16 資材管理 1 ●
- - -
17 営業 1 ●

- - -

担当業務数合計 7 0 4 3 4 0 0

JGAPの取組「管理点」ユニバーサル農業

5．治具開発，
ミスト設置

9.「〇×」貼り紙
作業工程細分化
⇒「運搬」の分業化

10.作業体制の見直し、
作業場新設、機械導入

11.機械開発・導入

「労働安全管理及び事故
発生時の対応」
「機械・設備の安全な使
用」

14.作業工程細分化
⇒「分別」の分業化

「作業者の労働安全」

「廃棄物の保管・処理」

「生産計画」

「外部委託管理」

「作業者及び入場者の
ルール」

「トイレの確保と衛生」

「出荷・収穫記録」

出典：中本・澤野（2020）及び2019年ヒアリング調査より作成。

作業工程と具体的な取組

JGAP認証
2013年取得
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業務内容
チンゲンサイ（水耕栽培）

障害者雇用初期段階

担当
人数

作業担当者

経営者 役員 社員 パート 障害者
特例
子会社

福祉
施設

1 栽培計画 1 1

2 作業指示/人員管理 1 〇

3 マニュアル作成 1 〇

4 育苗 1 1

5 定植 5 5

6 栽培管理 1 〇

7 栽培記録 1 1

8* 草取り(ハウス内) 0*
9 草刈り（草刈り機） 1 〇

10* 農薬散布 0*
11 収穫 6 1 5

12* 収穫物運搬 0*
13 調製（梱包出荷） 2 2

14* コンテナ洗い 0*
15 パネル洗い 1 1

16 パネル運び 1 1

17 栽培ベンチ掃除 1 1

18 廃棄・分別処理 1 1

19 農薬在庫管理 1 〇

20 資材管理 1 〇

21* 資材管理（商品化） 0*
22 営業 1 〇

23* 研究開発 0*

担当業務数合計 7 0 4 3 4 0 0

現 在（2019年5月時点）

担当
人数

作業担当者

経営者 役員 社員 パート 障害者
特例
子会社

福祉
施設

1 1
1 1
1 1
1 1
8 1 7
1 1
1 1
4* 4
1 1
1* 1
10 3 7
3* 3
5 1 1 3
1* 1
1 1
2 2
1 1
2 2
1 1
1 1
1* 1
1 1
2* 〇 1

1 0 12 3 9 2 1

 業務内容数：17→23
（作業工程の細分化）

 雇用障害者の担当業務：4→9
（障害者の業務範囲拡大）

0% 50% 100%

障がい者雇用

初期段階

現 在

経営者・役員 社員 パート 障がい者

年間延べ労働時間

出典：中本英里・澤野久美(2020)「ユニバーサル農業とJGAP導入が障害者の職域拡大に与える影響」『農業経営研究』58（3）：21-26.

障害のある方 1人→24人を雇用，作業委託 20人（特例子会社，福祉施設）

取組成果(2019年時点）
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Step1：先行研究等を参考に調査表を試作

Step2：内容の妥当性の確認

“農業経営への影響”の項目

■経営マネジメント
■人材の育成・確保
■商品の付加価値向上

■生産コスト削減・
生産製造管理の高度化

■その他

「農業経営の要素に沿った効果整理の視点」 「経営改善のためのチェックリスト」
■経営管理の取組
■生産面の取組
■販売・加工面の取組

■財務管理
■労務管理
■地域活動

農福連携実践者へのヒアリング調査
・対象：6名（農業側２名，福祉側２名，マッチング支援２名）
・期間：2020年11月～2021年1月
・方法：リモート形式，各対象者2～3回実施

引用：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（2020）

農福連携の取組による農業者への影響
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図1．想定した項目間の関係性

農業経営への
影響

■農業経営要素
の効果

農福連携の
取組

農業者の
取組

障害者の
取組

■農業労働力
確保

■経営者への
影響

波及的
効果

経営
改善

農
業
経
営
概
況

Step3：設問と選択項目の精選・修正

調査表の構成
 農業経営概況
（直接雇用）
 農業者の取組
 障害者の取組
 農業労働力確
保の効果

（作業委託）
 農業者の取組
 障害者の取組
 農業労働力確
保の効果

 農業経営要素の効果，課題
 経営者への影響
 波及的効果（経営改善）

アンケート調査の実施
対 象：障害者を受入れている農業者
期 間：2021年1月～2021年2月
配 布：240件
有効回答：137件（57.1％）

【直接雇用のみ】２２件、 【作業委託のみ】１００件、 【両方】１５件
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アンケート調査の結果（抜粋）

表1．農業経営概況（n=137）

• 約半数が露地野菜を生産

• 果樹，畜産，キノコ生産
もあるが少数

• 「直接雇用」実施者の方
が経営規模が大きい傾向
（面積，従業員数）

• GAP認証取得は21.9％

研究
成果

中本英里・豊田正博・山本俊光（2022）「農福連携の取組が農業経営
にもたらす影響」『農林業問題研究』58（2）98-105.



11出典：中本・豊田・山本（2022）

• 雇用は平均１人（常勤）

• 労働時間，日数は、やや
少ない

• 約7割がB型事業所へ委託

• 通年委託より、単発的な
委託の方が多い
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表4．障害者の作業内容，作業環境（n=137）

項 目 直接雇用
（n=37）

作業委託
（n=115）

作業内容 n ％ n ％
1.補完的作業 15 40.5 52 45.2
2.栽培作業の一部 14 37.8 56 48.7
3. 〃ほぼ全部（機械等無） 11 29.7 9 7.8
4. 〃ほぼ全部（機械等有） 7 18.9 4 3.5

直接雇用 作業委託作業環境

作業環境における支障（課題）
・道具が使いづらい時がある
・機械の使用時の危険
・作業機械に近づけないよう注意が必要等

作業環境における支障（課題）
・トイレがない
・冷暖房設備がない（気温・気候への対応）
・休憩施設がない 等

作業環境

出典：中本・豊田・山本（2022）
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農業労働力確保の効果農業経営への影響1

直接雇用 作業委託

評価３「労働力の確保に繋がる場合が多い」
評価４「安定的な農業労働力となっている」

６２％ ７３％

直接雇用

作業委託 ・受入れ人数が
多い（6.0人/日）

・作業環境に
支障ない（87.3％）

→評価が高い

障害者の作業内容が「補完的作業」,「栽培作業の一部」→  評価が低い

出典：中本・豊田・山本（2022）

*露地野菜の
生産面積小さい
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農業経営要素の効果農業経営への影響２

・受入れ人数 （多い）・水耕栽培（あり）
・GAP認証取得（あり）・露地野菜生産（なし）

出典：中本・豊田・山本（2022）
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経営者への影響農業経営への影響３

経営者の栽培管理作業の時間 → 全体：45.2％が「減った：評価3-4」

作業委託 ・受入れ人数が多い
（7.0人/日）

・農福連携の知識や
技術が実践に活か
されている（86.5％）

→減った
（評価３-４）

*露地野菜の
生産面積小さい

出典：中本・豊田・山本（2022）



16出典：中本・豊田・山本（2022）

障害者を受入れる →経営者の「栽培作業の時間」減少 →空いた時間は？

波及的な効果



17出典：中本・豊田・山本（2022）

・作業環境の整備

・作業内容
（業務範囲）

・障害特性の理解

・福祉サイドとの
積極的な連携

・生産面積



18

露地野菜経営のうち，小規模経営，一区画の圃場面積が小さい経営

機械導入が困難 → 手作業を必要とする作業工程が多く存在*

*引用：吉田（2019）

• 具体的にどのような作業で障害者が

活躍できるのか

• その活躍が障害者の身体の健康にど

う寄与するか
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農福連携の取組効果が期待される背景②

■障害のある方が抱える課題
認知機能や社会性の困難さ，運動不足，生活習慣病等のリスクの増加
（笹川スポーツ財団，2014；岩沼，2016；森下他，2017）

→就労を含む日常生活を通して、健康維持に必要な身体活動量を
確保することが重要。
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1日あたり、
3.0メッツ以上の活動を3.3EX（エクササイズ）以上

3.0メッツ以上の活動を1時間以上行うこと
＝

*EX（エクササイズ）＝メッツ×時間（h）



■活動量計を長時間装着し，活動量（Ex）を測定した研究
・稲木ら（2016）：大学生を対象とし，農作業（5時間）の活動量と気分の変化を測定

→手作業を中心とした農作業が複数のスポーツ活動と同程度の活動となること，
農作業後に「活気」の上昇，「緊張」「抑うつ」「混乱」の低下を把握。

活動量計を用いて活動量を測定した研究
■農作業の各工程の活動強度（METs）の測定と生理指標を組合せた研究
・Parkら（2011；2013；2014）：高齢者，大学生，子どもを対象とした研究
・菊川ら（2019a；2019b） ：高齢者，農業高校生を対象とした研究
活動量計装着 → 演示→  作業*（10分間） →  休憩 →  作業*（10分間）…機器取外

（*耕うん，畝たて，定植，かん水，播種，除草）
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・森下ら（2017）：知的障害児，発達障害児の日常生活（4日間）の活動量を測定
→半数が目標値（中・高強度の活動60分/日）に達していない結果を踏まえ
肥満予防対策としての運動プログラムを作成。

→ 活動時間（20分，30分…）の違いによる変化の把握が，今後必要

→農福連携の実践事例を対象とした調査分析はまだ少ない．
個々の障害者の就労実態や就労時における活動量を定量的に示した研究も少ない．



22

農業を行う就労継続支援事業所の実践事例を対象とし、
障害者の身体活動量調査を実施*

農福連携の取組（露地野菜生産）における
身体活動量確保の可能性と課題を検討。

研究
成果

１．口頭発表：中本英里，豊田正博「農作業等に従事する障害者の身体活動量確保の可能性」
日本職業リハビリテーション学会 2022年8月27日（オンライン）

２．口頭発表：中本英里「福祉的就労における農業の役割－岡山県の就労継続支援A型事
業所の事例－」地域農林経済学会 2022年10月23日（京都）

*国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構倫理審査委員会において承認を得た（2021年6月
23日・承認番号：西農研_倫理_R03-01）。
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活動の強さ（Mets：メッツ）を測定。

メッツ
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ここを、合計して1時間
以上あるかどうか
↓

1回分の測定で
3.0メッツ以上の活動が
3.3EX（エクササイズ）以上
あるかどうか

メッツ

3-
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【身体活動量調査】
項目：活動強度（メッツ：METS）、歩数
機器：3軸加速度センサー付活動量計（HJA-750オムロン社製）
作業内容の把握：動画記録，目視，被験者による簡易な記録，ヒアリング

40×52×12mm，
23g

■方法

■対象
露地野菜を生産している就労継続支援A型事業所（２事例）
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事例 １■結果
NPO法人

就労継続支援A型事業所

・チンゲンサイ
：ハウス7棟（年8-9作）

・白ネギ：2.0ha

・タマネギ：1.0ha

・水稲：2.0ha

卸売市場

借地料
自家消費
他

出荷

■生産活動

利用者 9人
職 員 2人

計 11人
被験者
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事例 １
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利用者 4人
職 員 1人

計 5人

事例 ２

被験者
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事例 ２
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営農における障害者の活躍の実際（事例１）

適性に応じて業務を分担している。

必要に応じて作業を細分化（分業化）
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ただし，
 営農における身体活動量は，
業務分担やその背景にある対象者の個人因子や環境因子で異なる

→営農を通じた効果的（Win-Win）な就労支援を検討する上では，
個別性を踏まえて，充分な活動量確保となっているかどうか検証が必要

 圃場作業，あるいは，圃場作業と加工場作業の組み合わせにより，
就労を通じて，厚生労働省の基準を満たす身体活動量を確保できる可能性がある。

■まとめ
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『淡路式農作業分析表』*による農作業分析
*豊田ら（2016）

参考資料１

参考資料２ 農福連携の取組現場での活用の可能性
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